
養広報鉱
、
騨
．　

　
．
饗
鷺
，

鱗

講

灘 艦翻’

騨灘

鱗轟轟撫…『海ザ、“響∵
　　　灘　　　 欝騨，　鍵　　　　　　　 麟

　　　灘懸欝響　　　　灘爆　・灘・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓶毛

難
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網

　
　
黙

　
　
　

　
　
　
　
魏

畷
纒
躍
．
　

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
（
㌔
’
』
F
　
　
　
F
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
ケ

　
　
　
．
．
－
ー
F
　
・
討
『
　
P
・
　
　
　
　
』
望
《
冗
・
『
・
　
　
　
“
『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’許
　　　　　　　　懸趣呪
　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　同鱒で　　　苓　　　　麟　1　　　、P夢蘇
　　　　　　　　　　卿　　蝶
　，識・灘、　齢・

　　　　　　　　　難　　　1　　　　　　　　，’嚥蘇
　　　　　　　　　撒　　　　　　熱

懸灘　　　　　　．．　　　　　　　　　・
　灘

鞭

嚢

鐵

嘱
．
講
欝
　
灘
鮎
’
難
灘
鰯
．
・
磯
．
鱒
解
響
壌
産

　
、
露
　
　
難
、
　
　
藩
鍵
聾
、
■
騨
　
　

梅
蕪
犠
．
酬
’
・

．騒．，・麗．’騨
i羅一

　　　　　　灘灘’・

　　蓬

　　1漁鍵　　　 F　蝋
　　　　榊
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業
シ
リ
ー
ズ
⑲

　
広
く
造
林
の
普
及
を
は
か
り
、
あ

わ
せ
て
治
山
、
治
水
に
資
す
る
た
め

収
益
の
分
収
を
目
的
と
す
る
部
落
有
、

個
人
有
の
山
林
に
造
林
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
造
林
事
業
に
は
、

一
、
町
が
行
う
町
行
造
林
事
業

　
　
面
積
　
約
三
町
歩
以
上

二
、
県
が
行
う
公
社
造
林
事
業

　
　
面
積
　
約
十
町
歩
以
上

三
、
国
が
行
う
公
団
造
林
事
業

　
　
面
積
　
約
五
町
歩
以
上
（
保
安

林
及
保
安
林
予
定
地
）

が
あ
り
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
土
地
所
有
者

と
五
十
年
の
契
約
を
結
び
、
土
地
所

有
者
は
、
土
地
を
無
償
で
貸
付

町
・
県
・
国
は
、

一
、
新
植
、
㎞
当
り
二
五
〇
〇
本
、

　
三
〇
〇
〇
本

一
、
作
業
路
の
開
設

一
、
下
刈
、
二
年
目
～
六
年
目
ま
で

一
、
倒
木
起
し
、
五
年
目
～
十
五
年

　
目
ま
で

一
、
施
肥
、
三
年
目
～
五
年
目
ま
で

一
、
除
伐
、
間
伐

を
行
な
い
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
一
切

の
経
費
を
負
担
す
る
。

　
そ
の
代
り
伐
採
時
に
収
益
を
土
地

所
有
者
と
分
け
る
。

　
分
収
割
合
は
、
諸
条
件
に
よ
り
異

り
ま
す
の
で
へ
造
林
事
業
の
ご
相
談

と
合
せ
て
役
場
産
業
課
林
業
係
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

造林事業には補助金がつきます

　　　くわしくは町林業係へ

補助金の申請は町で行いますので林業係

にご相談下さい。

　　造林事業補助金一覧表
　　　　（昭和56年度実績）　1町歩当り

1，新植

　
第
六
回
昭
和
五
十
七
年
度
松
代
町

造
林
組
合
が
去
る
四
月
三
十
日
松
代

町
総
合
セ
ン
タ
i
大
会
議
室
で
町
及

び
上
越
林
業
事
務
所
高
橋
経
営
普
及

課
長
、
村
山
主
任
を
迎
え
、
組
合
員

三
十
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
造
林
組
合
は
、
設
立
よ
り
六
年（海老地内3町歩5

樹種
自力・委託 林　　転 原野A 水　　田

杉 自力植栽
　　円
319，800

　　円
240，032

　　円
246，896

1町歩
2，500本

造林組合

に委託
364，572 315，736 323，561

桐 自力植栽 274，768 195，000 201，916

1町歩
　300本

造林組合

に委託
369，035 278，100 285，984

目
を
迎
え
、
四
月
三
十
日
現
在
の
組

合
員
は
九
十
二
名
で
す
。

　
総
会
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
六
年

度
事
業
実
積
並
び
に
決
算
額
六
千
五

百
万
円
が
承
認
さ
れ
、
続
い
て
昭
和

五
十
七
年
度
事
業
計
画
及
予
算
が
審

議
可
決
さ
れ
た
．

　
決
算
の
主
な
内
容
は
、
造
林
事
業

の
新
植
1
4
㎞
、
下
刈
等
の
保
育
一
八

七
㎞
、
事
業
費
が
二
千
百
万
円
。

異
状
豪
雪
に
よ
る
森
林
災
害
復
旧
事

業
（
倒
木
起
し
）
5
2
㎞
、
事
業
費
九

百
九
十
万
円
。
町
・
県
の
補
助
事
業

に
よ
る
森
林
生
産
施
設
等
整
備
事
業

（
格
納
庫
建
設
・
人
員
輸
送
車
及
チ

ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
の
購
入
）
、
事

業
費
七
百
六
十
七
万
円
。

　
事
業
計
画
に
よ
る
と
本
年
度
新
植

十
四
・
五
㎞
、
下
刈
等
保
育
が
百
七

十
㎞
を
計
画
予
定
し
で
お
り
、
昭
和

※1施行地の面積は1反歩以上、水田は5

　
　
ん

　
　
せ

　
　
ま
　
き

　
　
つ

　
　
は
　
　
　
　

　
補
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
疲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

　
郁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反

　
託

　
委
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
つ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
よ

　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
責

　
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
↑

　
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

　
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
て
育
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
イ

保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

五
十
七
年
度
予
算
三
千
五
百
六
十
五

万
円
が
決
定
さ
れ
た
。

樹　　　　令 補助金額

下　　刈 2年生～6年生 22，800円

雪起し 6年生～10年生 31，260

枝　　打 11年生～15年生 25，740

　
造
林
事
業
の
ご
用
命
は
松
代
町
造

林
組
合
へ

　
雪
起
し
、
下
刈
、
除
伐
、
施
肥
、

測
量
、
地
ご
し
ら
え
、
植
林
と
造
林

事
業
に
関
す
る
こ
と
は
全
て
行
な
い

ま
す
。
ご
用
命
は
役
場
産
業
課
林
業

係
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（田の倉地内5町歩）
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和
牛
連
産
表
彰
1
1

　
去
る
四
月
二
十
日
開
催
さ
れ
た
松

代
町
農
業
協
同
組
合
総
会
の
席
上
、

松
代
町
長
の
和
牛
連
産
表
彰
が
左
記

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

o
和
牛
十
五
連
産
表
彰

く
ら
よ
し
号
　
若
井
峯
治

o
和
牛
五
連
産
表
彰

い
ち
て
る
号
　
山
岸
寅
一

こ
は
る
号
　
若
井
孫
太
郎

の
あ
き
号
　
　
若
井
徳
吉

う
め
き
ち
号
　
佐
藤
由
松

ひ
で
き
号
　
　
若
井
利
作

（
蓬
平
）

（
東
山
）

（
蓬
平
）

（
蓬
平
）

（
滝
沢
）

（
蓬
平
）

　
な
か
で
も
、
十
五
連
産
を
達
成
し

た
雌
牛
「
く
ら
よ
し
号
」
は
、
昭
和

三
十
九
年
七
月
生
れ
の
十
七
歳
。

若
井
峯
治
さ
ん
が
導
入
以
後
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
毎
年
休
ま
ず
子
牛
を

産
み
続
け
、
雌
牛
五
頭
、
雄
牛
十
頭

の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
二
月
六
日
十
六
産
目

に
あ
た
る
雌
子
牛
を
出
産
し
母
子
共

に
元
気
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
全
国
的
に
も
極
め
て
珍

し
い
例
で
す
。

　
「
普
通
な
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
の
お
ば
あ

さ
ん
牛
で
出
産
ど
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

体
形
も
く
ず
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
産
め

る
体
格
で
あ
る
。
」
と
佐
藤
獣
医
は

話
し
て
い
ま
す
．

　
こ
の
偉
業
は
、
ひ
と
つ
に
は
親
牛

の
素
質
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
日
常
の
飼
養
管
理
が
、
細
か
い
心

づ
か
い
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
外
あ
り
ま
せ
ん
。
繁
殖
経
営

の
基
本
と
言
わ
れ
る
発
情
の
発
見
か

ら
、
種
つ
け
・
出
産
ま
で
そ
の
大
部

分
は
、
人
間
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い

（
受
賞
を
う
け
た

　
　
　
若
井
峯
治
氏
夫
妻
）

（
1
5
年
連
産
を
記
録
し
た

　
　
　
　
　
「
く
ら
よ
し
号
」
）

網

鮮㌔

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
連
産
表
彰
は
、

愛
畜
心
の
証
と
も
言
え
ま
す
。

　
き
び
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、
町

で
は
地
域
状
件
を
生
か
せ
る
復
合
経

営
の
柱
と
し
て
畜
産
を
取
り
上
げ
、

牛
の
導
入
、
畜
舎
の
建
設
、
飼
料
畑

の
造
成
等
各
種
の
補
助
事
業
・
家
畜

診
療
所
の
運
営
に
よ
り
畜
産
振
興
を

お
し
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副

産
物
で
あ
る
堆
き
ゅ
う
肥
は
、
地
力

の
向
上
に
大
切
な
資
源
で
も
あ
り
ま

す
。　
畜
産
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
、
産

業
課
・
畜
産
係
ま
で
、
お
願
い
し
ま

す
。

i
領
収
書
や

　
契
約
書
と
印
紙
税
1

“
一γ

．
ア
鄭
．
亀

　　のしユデ
　　の●
　　》
£3・．　）
◎“、oる◎

．．．”．、

．’、自・潜」

熔，ズ’

認
製
醜
鞭鵠

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、

も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

文
書
の
中
に
は
、
売
買
契
約
書
を
始

め
借
用
証
書
、
領
収
書
、
手
形
、
商

品
券
、
株
券
、
預
金
証
書
、
地
代
・

家
賃
通
帳
、
判
取
帳
、
委
任
状
な
ど

の
よ
う
に
一
通
又
は
一
冊
ご
と
に
定

額
の
も
の
と
、
不
動
産
の
売
買
契
約

書
や
領
収
書
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
に
よ

っ
て
税
額
が
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。　
な
お
、
実
際
に
文
書
を
作
成
す
る

と
き
に
、
印
紙
税
が
か
か
る
も
の
か

ど
う
か
、
税
額
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
な
ど
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
は

遠
慮
な
く
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務

相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1
印
紙
税
を

　
納
め
な
か
っ
た
と
き
は
ー

麹　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
た
し
リ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
じ
　
し

　
　
　
o
。
　
鮮
、
離
鎌
、

　
　
　
　
　
　
％
艦
尭
”
“
“
・
穿

　
　
　
　
　
　
　
一
一
－
y
（
・

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
の
じ
の
　
ケ
　

　
　
　
　
㌔
二
嚢
．

　
　
　
　
、
の
U
　
　
　
．
．
，
“
・

　
　
　
　
　
　
　
●
・
．
．
、
．
樋
●
9
．
㍉
．
．

　
　
　
　
　
　
∴
．
、
，
●
一
“
9
一
．
嘘
・．
｝

　
　
　
　
　
　
。
．
．
、
・
、
●
！
馬
　
●
．
．
㌔
．
・

　
　
　
　
　
　
鱒
純
い
帰
・
～
’
。
”
。
く
㌔
．

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ぬ
ぽ
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
．
・
：
、
一
い
鳥

ノ

窃♪！

　
印
紙
税
は
、
契
約
書
、
受
取
書
な

ど
の
証
書
や
通
帳
な
ど
の
文
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
対
し
て
か
か
る
税
金

で
、
原
則
と
し
て
文
書
の
作
成
書
が
、

こ
れ
に
印
紙
を
は
り
、
消
印
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書
に
、
収
入
印

紙
を
は
ら
な
か
っ
た
と
き
や
、
た
と

え
収
入
印
紙
を
は
っ
て
い
て
も
、
納

め
る
べ
き
印
紙
税
の
額
よ
り
も
不
足

し
て
い
る
と
き
は
、
は
ら
な
か
っ
た

り
、
不
足
し
て
い
る
印
紙
税
額
の
三

倍
に
相
当
す
る
額
の
過
怠
税
が
か
か

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
印
紙
税
が
か
か
る
文
書

に
印
紙
を
は
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、

印
紙
税
の
調
査
を
受
け
る
前
に
、
税

務
署
に
自
主
的
に
申
し
出
た
と
き
は
、

そ
の
文
書
に
つ
い
て
の
過
怠
税
は
、

軽
減
さ
れ
ま
す
．

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相

談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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元
気
に
巣
立
て
新
成
人

力強い誓いのことば終始和やかな祝賀会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
日
逞
し
く
成
長
し
た
九
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
名
の
新
成
人
を
迎
え
、
総
合
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
典
は
、
秋
山
町
長
、
中
村
町
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
長
、
高
橋
町
教
育
振
興
会
長
よ

り
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
井
上
初
男
さ
ん
（
寺
田
）

が
「
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
力
で
一
歩

一
歩
確
実
に
歩
い
て
行
き
ま
す
」
と
の
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
撮
影
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
か
こ
ん
で

の
会
食
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
自
己
紹
介
や
歌
で
和
や
か
に
成
人
の
集
い
が
行

わ
れ
、
立
派
に
成
人
し
た
こ
と
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

装いも新たにはればれ98名

蓋

笑顔、笑顔で万オ三唱なぜか急に大人のふんいきが
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▼
た
だ
い
ま
受
付
中
▲

　
た
だ
い
ま
、
今
年
度
分
（
こ
の
四

月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
手
続
き
を
受
付
け

て
い
ま
す
．

　
保
険
料
の
免
除
と
は

①
所
得
が
な
い
と
き

②
　
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど

　
、
．
を
う
け
て
い
る
と
き

③
家
計
が
苦
し
く
、
保
険
料
を
納

　
　
め
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
困
難
で

　
、
一
あ
る
と
き

な
ど
の
事
情
で
、
保
険
料
を
掛
け
る

こ
と
が
難
か
し
い
と
認
め
ら
れ
る
人

に
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
を
う
け
る
に
は
、

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
し
た
申
請
書
の
内
容
が
免

除
基
準
に
当
て
は
ま
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
免
除
を
う
け
た
ら

　
　
　
　
　
　
追
納
を
▲

　
免
除
を
う
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
％
で
あ
る

た
め
「
そ
れ
じ
ゃ
、
免
除
は
考
え
も

の
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
が
そ
れ
は
少
し
早

計
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
と
い
う
の
は
、
免
除
を
う
け
た
人

が
、
将
来
、
老
齢
年
金
を
満
額
に
う

け
ら
れ
る
た
め
に
「
追
納
」
と
い
う

途
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
追
納
」
と
は
、
免
除
を
う

け
て
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ

の
当
時
の
保
険
料
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
を
う
け
た
人
が
そ
の
後
の
生

活
に
ゆ
と
り
が
で
た
ら
、
ぜ
ひ
「
追

納
」
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
免
除
期
間
を
確
実
に
追
納
す
れ
ば

そ
の
人
の
年
金
額
は
保
険
料
を
か
け

た
場
合
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
の
免
除

制
度
は
免
除
に
よ
り
”
年
金
を
も
ら

う
権
利
”
が
つ
き
、
ま
た
、
免
除
を

う
け
て
十
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、

”
保
険
料
を
か
け
続
け
た
と
同
じ
年

金
”
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
保
険
料
を
か
け
ら
れ

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
大
変
有
利
な

制
度
な
の
で
す
．

　
よ
り
高
い
年
金
を
も
ら
う
た
め
に

も
遠
慮
な
く
役
場
の
国
民
年
金
係
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
鞠
聾

　
　
　
　
ら
　
り
　
　
　
ー

　
　
　
　
た
　
　
　
　
’

　
　
　
　
鷲
齢

　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
卿

薩　　、　　，●’・、．．’。。一・一

　　、　　1一●oりo●、一9一

L．9一　　一．．一．．一．9－

▼
免
除
は

　
　
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
▲

　
免
除
を
う
け
た
期
問
は
保
除
料
の

未
納
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
年
金

の
資
格
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ

の
ま
ま
で
も
保
険
料
を
納
め
た
場
合

の
％
の
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
免
除
の
手
続
き
を
怠

り
保
険
料
を
滞
納
し
て
お
く
と
、
そ

の
期
間
は
年
金
の
資
格
期
間
に
は
な

り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
が
原
因
で
将
来

年
金
を
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
免
除
制
度
は

他
の
公
的
年
金
制
度
に
は
見
ら
れ
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。

二
十
歳
・
成
人
で
す

国
民
年
金
で
す

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
た
も
二
十
歳
に
な
る
と

成
人
と
し
て
の
多
く
の
権
利
と
義
務

が
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入

す
る
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者

と
そ
の
家
族
、
従
業
員
五
人
未
満
の

職
場
で
働
く
人
々
と
そ
の
家
族
の
た

め
に
国
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
松
代
町
で
も
二
千
七
百
人
が
加
入

し
、
千
二
百
人
近
く
が
年
金
を
う
け

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
、
最
低
二
十

五
年
保
険
料
を
納
め
る
と
、
六
十
五

歳
か
ら
老
齢
年
金
を
う
け
て
、
安
心

し
た
後
半
生
の
生
活
設
計
が
成
り
立

ち
ま
す
．

　
さ
あ
、
大
人
へ
の
仲
間
入
り
は
、

ま
ず
国
民
年
金
か
ら
で
す
。

「
あ
な
た
も
早
く

　
　
頼
れ
る
人
に

　
　
　
　
な
っ
て
ね
」

年
金
手
、

　
ノ
馬

ヂ
気9

騨
の

。
ミ

　
　
し

藷
〆

1

し
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乳
児
死
亡
や
死
産
を
な
く
し
、
健

康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
松
代
町
で
は
、
昭
和
4
5

年
か
ら
、
母
子
保
健
推
進
員
を
設
置

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
．　
町
で
、
年
2
回
推
進
員
の
研
修
会

を
行
な
っ
た
り
、
新
潟
や
上
越
地
区

松代町母子保健推進員名簿

の
研
修
会
に
出
て
も
ら
い
、
勉
強
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
こ
と

で
す
。①
役
場
と
家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

を
し
、
母
子
に
関
す
る
情
報
を
役
場

へ
知
ら
せ
る
．

　
②
町
が
行
な
う
、
妊
産
婦
、
乳
幼

児
検
診
を
、
対
象
者
が
全
員
う
け
る

よ
う
に
進
め
る
。

③
母
子
保
健
に
関
す
る
学
級
（
母

親
学
級
、
育
児
学
級
、
孫
親
学
級
等
）

に
参
加
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
。

④
妊
婦
に
専
問
家
の
診
察
を
受
け
、

早
く
妊
娠
届
を
す
る
よ
う
に
す
す
め

る
。
⑤
各
種
医
療
給
付
制
度
を
該
当
者

に
知
ら
せ
て
そ
の
活
用
を
は
か
る
。

　
⑥
そ
の
他
町
か
ら
依
頼
さ
れ
た
活

動
や
調
査
に
協
力
す
る
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
何
で
も
ご
相
談
下

さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
通
知
を
も
っ
て

お
宅
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部　落 氏　　名 屋　　号 部　落 氏　　名 屋　　号

松　代 高橋　　笑 中　　屋 滝　沢 佐藤ナツェ 弥平治

〃 樋ロサカエ 和太や 苧　島 石田キクエ 下　　段

小荒戸 高橋フミ はしごだ 田野倉 池田きみ子 長ぜん

太　平 市川チイ
、
っ
　
　
ら 仙　納 室岡久美子 いんきょ

菅　刈 相沢智恵子 家持屋 田　代 中村美笑子 ひがしや

田　沢 高橋ハル子 万　　蔵 莇　平 池田敏枝 よしいん

池之畑 山賀千恵子 こうじや 小　貫 柳　美代子 いんきょ

下　山 宮沢マキ なかや 寺　田 井上トシ 中　　屋

千　年 高橋洋子 さじべい 名　平 菅井シタ 入

池　尻 室岡一恵 大　　家 蒲　生 小堺幸子 小堺ラジオ店・

会　沢 万羽シズエ さかもと 儀　明 仲村タカ 中　　西

清　水 秋山照江 すけじん 福　島 西潟都伊子 か　　　み

桐　山 小山キミヨ 松　　本 奈良立 柳　　スイ 新　　屋

蓬　平 小堺ヨシコ 坂　　口 室　野 佐藤絹子 こえんさ

東　山 山岸キノイ う　しろ 〃 若山トシ しんぜん

海　老 若月ミヤ すぎわら 竹　所 中条アヤ子 あらやしき

犬　伏 柳　　マイ 林　　年 濁 谷沢コハル
、

　、つ　　　え

孟　地 柳　登志子 い　と　ど 峠 牧田光子 下石原

片桐山 山岸フミ
、
っ
　
　
ら 木和田原 石野あい子 た　　　に

受
け
よ
う

出
稼
検
診
を
〃

　
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

し
て
だ
れ
も
が
元
気
に
働
け
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

健
康
診
断
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
町
で
行
な
っ
て
い
る
出
稼

検
診
の
受
診
率
は
、
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
確
か
め
る

た
め
に
出
稼
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

出
稼
検
診
日
程
表

○
受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
1
0
時

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
2
時

五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
蒲
生
小
学
校

戸
籍
の
窓
ロ

蝋

四
月
受
付
分

御
結
婚

飯
澤
治
夫
・
小
林
弘
子

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
　
市
兵
エ
）

市
川
正
雄
・
樋
口
洋
子

　
　
　
　
　
（
田
澤
　
与
右
エ
門
）

高
橋
喜
一
・
高
橋
イ
チ
ミ

　
　
　
　
　
　
（
莇
平
　
姫
喜
屋
）

醒
小
堺
清
美

宮
澤
秀
志

六
月
一
日
　
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
宮
澤
健
二

六
月
二
日
　
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
井
上
大
輔

六
月
三
日
　
清
水
小
学
校
（
午
前
）

　
　
　
　
　
孟
地
小
学
校
（
午
後
）

六
月
四
日
　
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

御
出
産

父
利
和
　
母
久
子

（
二
女
・
室
野
・
住
吉
）

父
　
俊
　
母
花
子

（
二
男
・
松
代
・
大
門
）

父
新
松
　
母
睦
子

（
二
男
・
下
山
・
新
宅
）

父
健
一
　
母
淳
子

（
二
男
・
寺
田
・
板
屋
）

魁
柳
　
周
平

鈴
木
勝
太
郎

山
木
　
孝
子

邨
山
キ
ク
ノ

秋
山
慎
太
郎

お
悔
み

　　　　　　　　　　　　61

71675283歳
歳歳歳歳

奈
良
立
西
野
屋

松
代
林
屋

犬
伏
和
泉
屋

　
室
野
沖
見
屋

清
水
　
三
助
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県
下
二
位

　
　
　
　
　
　
　
　
九
肇
六
七
％

〔
県
知
事
選
投
票
率
〕

　
四
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
新

潟
県
知
事
選
挙
で
は
、
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
県
下
二
位
の
投
票
率
と
な

り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
な
お
松
代
町
で
の
開
票
結
果
及
び
、

投
票
区
別
投
票
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

◇
松
代
町
で
の
開
票
結
果

　
　
君
　
　
健
男
　
三
、
四
五
六
票

　
　
坂
上
と
み
お
　
一
、
一
二
二
票

　
　
　
　
　
　
無
効
票
　
四
五
票

投票区別投票率
投票区 有権者数 投票者数 投票率

1 1，030人
ト　92。人

89．32％

2 210 196 93．33

3 230 195 84．78

4 53 51 96．23

5 54 47 87．（）4

6 87 84 96．55

7 88 86 97．73

8 98 89 90．82

9 69 63 91．30

10 44 41 93．18

11 227 211 92．95

12 291 268 92．10

13 245 226 92．24

14 136 120 88．24

15 99 86 86．87

16 86 80 93．02

17 203 185 91．13

18 100 94 94．OO

19 477 427 89．52

20 95 85 89．47

21 125 111 88．80

22 236 211 89．41

23 293 268 91．47

24 226 200 88．50

25 108 10！ 93．53

26 31 29 93．55

27 19 18 94．74

28 74 70 94．59

29 27 27 100．OO

30 28 25 89．29

計 5，089 4，614 90．67

島
≡
三
－
≡
Σ
≡
一
甲
蓋
≡
Σ
一
…
三
一
≡
甲
8
8
一
一
…
8
…
…
ム
≡
冒
、
§
一
一
7
≡
…
．
…
＝
一
8
…
…
、
…
＝
7
…
＝
冒
■
畠
≡
一
三
一
一
…
・
…
＝
冒
・
…
＝
三
一
一
＝
三
一
－
－
一
一
・
…
＝
7
…
＝
三
一
一
－
一
曽
・
…
－
一
三
一
－
…
三
≡
一
・
昌
…
一
三
一
一
…
・
…
一
一
一
菖
≡
7
…
3
三
≡
一
冒
8
…
…
■
§
－
一
Σ
≡
一
曽
畳
…
…
・
…
＝
Σ
≡
一
｝
畳
…
一
一
7
…
＝
7
…
＝
冒
三
一
＝
｝
・
…
…
・
§
＝
冒
ム
一
…
・
…
≡
一
…
…
．
…
…
．
…
…
臼
§
一
＝
一
…
…
9
…
…
噂
≡
署
．
§
一
7
一
畠
一
≡
7
…
…
厘
…
3
一
．
畠
一
一
一
一
一
．
…
…
．
…
＝
7
…
…
一
…
…
一
§
≡
．
≡
≡
．
…
≡
，
…
＝
一
．
…
≡
．
曇
…
．
≡
一
＝
．
≡
＝
一
8
…
…
9
…
…
ー
…
…
．
…
…
．
§
…
．
8
3

艦
脚
態

〔松代町明るい選挙推進協議会〕

　
去
る
三
月
十
七
日
、
松
代
町
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
結
成
総
会
が
開
か
れ
、
会
員
十
三

名
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
五
日
執
行
の
県
知
事
選
挙
に
お
い

て
も
、
、
街
頭
啓
発
、
広
報
車
に
よ
る
棄
権
防
止

の
P
R
等
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
．　
明
る
い
選
挙
を
実
施
さ
せ
る
た
め
の
有
権
者

の
政
治
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
は
更
に
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
　
現
在
会
員
を
募
集
中
で
す

　
会
費
は
年
額
五
〇
〇
円
で
す
。
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
理
解
あ
る
方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
入
会
の
申
込
み
、
詳
細
の
お
問
合
せ
は
役
場

総
務
課
内
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局

へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第18回県民スポーツの目

松代大会
　　一〇〇一〇〇〇
〇期　日　6月20日

○種　目　◎バレーボール〔婦人・一般〕

　　　　◎壮年ソフトボール

　　　　◎ゲートボール

○申　込　バレーボール…協会ヘ

　　　　　ソフトボール…協会ヘ

　　　　ゲートボール…総合センターへ
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　　　5、　4、3、　　2、　1、　　水断、．燐震些．．

魎
鶴
薦
は
地
震
に
璽
て

　
地
震
で
最
も
お
そ
ろ
し
い
の
は
、

地
震
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
地

震
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
火
災
が

焼
え
広
が
る
場
合
で
す
。

　
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
冷
静
な
判

断
の
も
と
に
的
確
な
行
動
を
と
り
出

火
の
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
o
地
震
を
感
じ
た
ら

ー
、
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す

　
　
る
。あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出

さ
ず
ま
ず
丈
夫
な
家
具
な

ど
に
身
を
寄
せ
る
。

火
が
で
た
ら
ま
ず
消
火

避
難
は
徒
歩
で
、
持
物
は

最
少
限
に
．

地
震
が
い
つ
起
き
て
も
、

あ
わ
て
ず
に
行
動
で
き
る

よ
う
こ
。

各
人
の
分
担
や
避
難
先
な
　
繋
、

　
　
ど
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ

　
　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
毎
月
一
日
・
十
五
日
は
「
火
災
予

防
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
家
庭
防

火
懇
談
会
の
日
と
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。

，姻、

　　『鞠簸

難

田沢部落による消火実験

〔地震は恐ろしい〕

　地震体験車「なまず号」が4月22日

蒲生・室野を訪れ、震度4～7までを

実演しました。

　震度7は激しく「テーブルにつかま

っているのがやっと」　「もしこのよう

な地震が起きたらどうしよう」と試乗

者の弁でした。

犯
罪
を
追
放
し

山平農協前にて

〃
・
　
●

よ
う
〃
・

　
　
　
　
　
　
●

　
私
た
ち
の
住
む
町
か
ら
犯
罪
や
事

故
を
な
く
す
た
め
、
み
ん
な
で
次
の

事
に
注
意
し
て
明
る
い
町
づ
く
り
に

ご
協
力
下
さ
い
。

○
駐
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。
…
・
昨
年
郡
内
で
十
七
台

も
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
駐
車
し
て
お
い

た
た
め
に
盗
難
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

自
動
車
、
バ
イ
ク
を
停
め
た
時
に
は

必
ず
キ
ー
を
抜
く
習
慣
を
つ
け
て
下

さ
い
。

o
訪
問
販
売
に
注
意
…
雪
ど
け
と
と

も
に
詐
欺
ま
が
い
の
悪
質
訪
問
販
売

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
う
ま
い
話
に

は
絶
対
の
ら
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。
も
し
被
害
に
あ
っ
た

と
き
に
は
す
ぐ
一
一
〇
番
へ
！

○
少
年
非
行
の
防
止
…
少
年
非
行
の

増
加
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
東
頸
城
郡
内
も
例

外
で
な
く
、
昨
年
一
八
七
人
も
の
少

年
が
万
引
き
や
飲
酒
等
で
警
察
に
補

導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
非
行
防
止
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
子

供
の
行
動
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

そ
し
て
親
子
で
な
ん
で
も
話
し
合
え

る
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
．忘

れな
い
で
ね
！

◆
5
月
2
1
日
・
6
月
1
8
日

　
　
　
　
免
許
更
新
日

◆
5
月
1
8
日
・
6
月
1
5
日

　
　
　
　
交
通
事
故
相
談
日
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会
員
募
集
中
（
各
協
会
よ
り
）

肖
O
　
　
　
　
O

　
　
松
代
民
踊

　
　
　
　
　
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○

　
昨
年
十
周
年
を
終
り
会
も
充
実
し
、

会
員
も
三
十
数
人
と
な
り
ま
し
た
。

和
や
か
な
会
の
運
営
を
図
り
広
く
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
老
若
男
女
問
い

ま
せ
ん
。
初
心
者
歓
迎
、
先
生
が
手

と
り
足
と
り
指
導
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
と
共
に
踊
り
を
研
究
し
、
親
睦

を
深
め
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。日
　
毎
週
第
二
・
第
四
の
金
曜

　
　
日
　
　
　
　
　
　
．
鱒
…

時
夜
七
時
三
十
分
～
十
時

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ

　
　
　
ー
ル

会
費
年
　
四
〇
〇
〇
円

講
師
　
山
岸
幸
子
先
生

申
し
込
み
先

　
会
長

　
高
野
　
歌
子
（
殿
　
倉
）
七
－
二
一
〇
六

　
事
ム
局

　
高
野
タ
ツ
ノ
（
高
木
や
）
七
－
二
一
〇
二

　
万
羽
　
サ
キ
（
丸
　
万
）
七
i
二
一
二
五

　
尚
、
山
岸
先
生
指
導
の
元
で

数
年
間
勉
強
し
、
三
月
に
新
潟

県
民
踊
指
導
者
連
盟
の
指
導
者
の
資

格
を
得
ま
し
た
。
皆
様
に
民
踊
を
広

め
る
た
め
に
ど
ち
ら
へ
で
も
出
向
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
申
し
込
み

下
さ
い
．

　
レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
等
で
楽
し
く
踊

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

高
野
　
歌
子
（
殿
　
倉
）
七
－
二
一
〇
六

高
橋
　
　
笑
（
仲
　
屋
）
七
－
三
六
一
八

関
谷
テ
ル
子
（
旭
　
堂
）
七
ー
二
〇
一
五

柳
恵
美
子
（
沢
田
屋
）
七
－
二
二
〇
二

　
　
　
文
化
協
会
加
入
団
体
で
す
。

O
　
　
　
　
O

室
　
野

　
　
　
　
　
山
彦
会

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○

　
発
足
以
来
五
年
目
を
む
か
え
、
皆

さ
ん
大
変
楽
し
く
踊
っ
て
お
り
ま
す
。

若
い
人
、
年
配
の
皆
様
も
体
操
の
つ

も
り
で
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
練
習

日
は
そ
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。
夏
期

は
月
二
回
、
冬
期
三
回
、
春
秋
の
農

繁
期
は
休
み
で
す
。

会
費
　
年
五
百
円

場
所
　
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

講
師
　
山
岸
幸
子
先
生

申
し
込
み
先

　
山
岸
コ
ウ
又
左
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
八
－
二
三
〇
七

　
斉
木
桃
江
孫
院
八
－
二
四
四
三

　
　
　
文
化
協
会
加
入
団
体
で
す
。

○
　
　
　
　
○

テ
ニ
ス
ク
ラ

　
　
　
○

テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
会
員
相
互
の
親

ブ　○技
術
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

睦
と
健
全
な
心
身
の
向
上
を
目
指
し

て
発
足
し
た
当
ク
ラ
ブ
も
、
発
足
以

来
一
年
半
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て

今
、
新
た
に
新
会
員
を
迎
え
て
、
増

々
テ
ニ
ス
の
普
及
を
計
る
と
共
に
、

テ
ニ
ス
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

こ
と
の
悦
び
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
考
え
る
こ
と

そ
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

一
度
テ
ニ
ス
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
練
習
が
、
あ

な
た
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
等
は
当
方
で
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
活
動
日
時
、
場
所

で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
す
る
こ
と
、

等
は
左
記
の
通
り
で
す
。

日
時

場
所

※

毎
週
火
曜
日

　
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

　
午
後
九
時
三
〇
分

松
代
中
学
校
体
育
館

鉄
道
公
団
の
協
力
を
得
ま
し

て
、
公
団
の
コ
ー
ト
も
借
り

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
夕

方
仕
事
が
終
っ
た
後
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　　　　問
　　　　合
　　　役せ
　社建場先
丁会設
E課課L
七高市
1橋川
二祥健
二郎司
○

蓼

園
芸
一
ロ
メ
モ

調
松
代
園
芸
愛
好
会

　
　
　
　
　
　

〃
ボ
ケ
の
勢
定
は

　
　
四
月
以
降
に
行
つ

　
　
　
て
は
い
け
な
い
〃
”

　
ボ
ケ
は
三
～
四
月
頃
に
花
を
つ
け

る
落
葉
花
木
で
実
を
つ
け
秋
に
は
黄

色
く
な
り
ま
す
。

　
花
芽
は
九
月
上
旬
頃
が
で
き
る
時

期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年

の
花
が
終
わ
っ
た
後
は
枝
切
り
を
せ

ず
放
っ
て
お
き
秋
お
そ
く
ま
で
そ
の

ま
ま
に
し
ま
す
。

　
十
一
月
頃
に
な
る
と
今
年
の
び
た

枝
の
元
の
方
に
ふ
っ
く
ら
と
し
た
芽

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
花
芽
で

す
か
ら
、
こ
の
芽
を
は
っ
き
り
確
認

し
て
か
ら
花
芽
よ
り
上
の
枝
は
切
り

お
と
し
ま
す
。

　
こ
う
す
る
と
花
芽
の
み
残
っ
て
三

～
四
月
に
咲
き
ま
す
。
な
お
、
面
白

い
こ
と
に
切
り
残
さ
れ
た
茎
の
最
上

部
の
花
芽
は
花
と
な
ら
ず
、
新
芽
と

な
っ
て
の
び
だ
し
秋
に
な
る
と
そ
の

基
部
に
花
芽
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
ボ
ケ
の
品
種
は
沢
山
あ
り
ま
す
が

最
近
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
品
種
に

東
洋
と
い
う
品
種
が
あ
り
ま
す
。
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文
芸

　　r＿　一

ε麗蔭
凋’瀞　這

一ご曳

し
ぶ
み
句
会

四
月
十
五
日

於
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

芹
の
水
童
女
の
声
が
透
き
と
お
る

色
も
又
味
の
一
つ
や
春
菜
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

人
声
も
な
き
分
校
の
桜
か
な

春
雨
や
表
情
変
え
ぬ
六
地
蔵
淡
　
水

老
も
来
て
苗
代
づ
く
り
指
図
し
て

花
散
っ
て
コ
ッ
プ
に
浮
か
ぶ
飲
む
も

よ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

残
雪
も
ピ
カ
ソ
模
様
の
汚
れ
か
な

野
良
仕
事
鶏
足
山
も
芽
立
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

片
側
は
小
川
流
る
る
春
の
闇

春
泥
を
洗
っ
て
入
る
泊
り
客

受
験
子
の
汀
を
け
ぶ
ら
せ
て
雪
解
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

御
水
取
り
籠
り
に
入
る
大
焚
火

桜
愛
で
る
時
期
も
近
づ
き
十
二
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

花
に
酔
い
友
と
肩
組
み
梯
子
酒

雪
洞
に
咲
き
満
つ
花
や
人
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

橘

春
の
雨
老
僧
見
送
る
夕
心

花
冷
え
や
電
話
の
友
の
声
枯
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

盲
人
の
信
号
春
の
風
に
乗
り

食
べ
る
に
は
惜
し
き
片
栗
瓶
に
挿
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

樹
氷
の
美
残
し
置
き
た
や
日
が
昇
る

か
つ
い
で
も
後
味
悪
し
か
四
月
馬
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

鶯
の
鳴
く
音
な
つ
か
し
我
れ
老
い
し

残
雪
も
わ
ず
か
山
肌
人
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

一
ト
ロ
の
香
り
た
し
か
め
桜
餅

雨
空
を
恨
む
で
も
な
し
花
見
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

紅
茶
炭
材
の
春
木
に
孫
の
力
か
な

田
が
空
い
て
雪
解
の
水
を
包
み
お
り

舟

　春
　　睡

　や
　　池
　　は
　　け

　　ぶ
　　り

　　て

　波
　立
畑て
　ず
史

牡
丹
の
芽
の
一
群
れ
や
糸
の
雨

裏
返
す
ポ
ケ
ッ
ト
ぽ
ん
ぽ
ん
冬
去
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

御
仏
は
桜
に
お
わ
す
永
平
寺

妙
高
を
見
上
ぐ
る
あ
た
り
春
耕
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花
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お
知
ら
せ
〔
電
話
局
〕

　
　
　
｝

　
　
び

臼

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぶ
し

手
折
る
と
き
勾
い
し
た
た
か
花
辛
夷

初
蛙
小
田
の
さ
ざ
波
き
ら
め
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

パ
ト
カ
ー
も
巡
羅
も
花
影
満
身
に

玉
砂
利
も
白
々
濡
れ
て
落
花
罪
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

雪
解
け
を
待
ち
て
村
去
る
一
家
族

菅
笠
の
庇
で
仰
ぐ
山
桜

杉
の
花
散
り
ば
め
残
る
雪
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

茜
さ
す
深
坂
峠
に
残
る
雪

夜
も
す
が
ら
友
恋
う
墓
よ
明
け
易
し

近
寄
れ
ば
尾
を
ふ
り
蜥
料
の
浮
き
沈

み
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

ぶ
と
潰
す
離
農
相
次
ぐ
話
か
な

ま
ん
さ
く

金
縷
梅
の
花
咲
き
こ
ぼ
れ
廃
屋
た
り

　
　
　
　
　
　
あ
さ
つ
き

青
ぬ
た
に
せ
む
浅
葱
を
妻
と
採
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

o
電
話
工
事
の
お
申
し
出
は

　
　
　
お
早
目
に

　
1
工
事
日
が
、
毎
週
火
・
木
曜

　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
ま
し
た
ー

　
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
電
話
局
で
は
、
ご
希
望
の
日
に
工

事
が
で
き
る
よ
う
予
約
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
な
る
べ
く
工
事
希
望
日
の

十
五
日
前
程
度
の
余
裕
を
見
て
お
申

し
つ
け
下
さ
い
。

　
な
お
、
工
事
日
も
水
・
金
曜
か
ら

火
・
木
曜
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

o
「
テ
レ
メ
ス
」
と
い
う
電
話
に
ご

　
注
意
を
！

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
機
の
ダ
イ
ヤ
ル

板
を
取
替
え
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
と
し
て

使
用
す
る
と
い
う
商
品
（
テ
レ
メ
ス
）

壷

が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
電
話
局
の

認
可
を
受
け
て
お
ら
な
い
も
の
で
す

の
で
、
お
求
め
の
前
に
電
話
局
に
ご

相
談
下
さ
い
。

o
電
話
新
設
の
お
知
ら
せ

桶
口
政
徳
　
七
ー
三
九
〇
〇
　
松
代

山
野
寺
和
彦
七
ー
三
九
〇
一
　
蒲
生

協
和
電
設
㈱
松
代
工
事
事
務
所

　
　
　
　
　
七
ー
一

中
俣
博
嗣
　
七
⊥

相
田
由
美
子
七
ー
一

中
部
利
一
　
七
ー
一

長
尾
と
し
子
七
ー
一

清
水
淳
子
　
七
－
一

増
井
直
子
　
七
ー
一

二
八
八
六

二
九
〇
二

二
九
〇
五

二
九
〇
六

一
五
二
九

二
九
〇
三

二
九
〇
四

松
代

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

田
野
倉

会
沢

田
停電のお知らせ

　　　＊

晶瓢締区域名
　（木）　　　～　　孟地、苧島、滝沢沢滝

、
子

’

島
中

苧
　
　
、
、
山

地
桐
孟
片
　
時
　
　
　
後
　
午

6月II日　午前8時　松代町

　（金）　　　1　　松代の半分（松里食

　　　　午後　　　堂・風月堂より千年

　　　　　4時30分　方面）、千年、池尻

　　　　　　　　　蒲生、莇平、名平、

　　　　　　　　　寺田、諏訪峠、石畑

　　　　　　　　　儀明、仙納、田野倉

　　　　　　　　　小貫、室野、木和田

原、竹所、濁、峠、

奈良立、福島、蓬平、

会沢、清水、桐山


